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2005 年度 野生鳥獣保護管理技術者育成研修（カワウ）概要 

 

対 象：都道府県の鳥獣行政担当者、水産行政担当者、内水面漁業関係者、その他

カワウの保護管理、調査、被害防除に関わる者 

 

開 催 日：2005 年 8 月 31 日(水)～9 月 2 日(金) 2 泊 3 日 

場 所：滋賀県立文化産業交流会館（滋賀県米原市） 

 

講 師 と科 目：福田道雄（日本におけるカワウの生態） 

講 師：羽山伸一（野生動物保護管理の考え方と実際） 

講 師：横山昌太郎（鳥獣保護法と特定鳥獣保護管理計画､ 

及び広域保護管理について） 

講 師：石田朗（カワウの森林生態系に与える影響とねぐら・コロニーの管理の考え方） 

講 師：田中雅彦（竹生島のカワウの繁殖状況と管理） 

講 師：高木美貴（伊崎国有林（滋賀県近江八幡市）における取組） 

講 師：馬淵英明（滋賀県の琵琶湖と流入河川における被害対策） 

講 師：槇隆人（カワウに食害されにくいアユの放流手法開発） 

講 師：池田直樹（人工魚礁による魚類の隠れ家設置実験について） 

講 師：亀田佳代子（カワウの採食生態） 

 

野 外 実 習：竹生島（滋賀県） コロニーの視察 

 

現地説明者：NPO 法人バードリサーチ 
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竹生島のカワウの繁殖状況と管理 

滋賀県 琵琶湖環境部自然環境保全課 田中雅彦 

 滋賀県では、1990 年頃からカワウによって竹生島の景観阻害や漁業被害が目立ち始めました。 

琵琶湖八景に指定され、「深緑 竹生島の沈影」と謳われた竹生島は、琵琶湖観光の代表的な観光地で

非常に多くの人が船で訪れています。竹生島は琵琶湖国定公園特別保護地区になっており、島の面積は

約 14ha あり、タブノキやスダジイ、ヤブツバキの木などが生育しております。島には宝厳寺や都久夫

須麻神社といった神社仏閣があり、竹生島港から観光船が発着しております。 

 滋賀県のカワウの生息動向については、1940 年頃まで竹生島で繁殖の記録があったものの、1950～

1970 年代には県内において繁殖の記録がなく、1980 年代になると、1982 年に再び竹生島で繁殖を確認

し、その後生息数が年々増加しました。1990 年代以降は、竹生島および伊崎半島に大規模なコロニーを

形成し、爆発的な勢いで増加しました。このことによって、①竹生島や伊崎半島においては、広範囲に

わたって樹木が枯死し、深刻な景観被害、②アユをはじめとする在来魚の捕食による漁業被害の深刻化

が生じています。 

 県では、平成５年度以降、県内のカワウの生息状況を把握するため、年に２回「カワウ一斉調査」を

実施しています。平成１６年度からは、県内のカワウのコロニーである竹生島および伊崎で銃器駆除を

行うにあたり、正確な個体数を把握することを目的に、年に２回カワウ営巣状況調査を実施しています。 

平成１７年度春期調査の結果によれば、竹生島において約２万羽、伊崎半島において約１万５千羽、県

内合計で約３万５千羽のカワウが生息しています。 

 また、カワウの生態を解明し、今後の対策に生かすため、カワウに足輪をつけて行動範囲を調べるバ

ンディング調査を実施しています。従来から、研究者の方々がカワウに足輪（カラーリング）を装着さ

れており、これまでに確認された情報によると、竹生島のカワウの行動範囲は東は栃木県、西は広島県

と極めて広範囲にわたることが明らかになってきました。 

近隣府県の生息状況から推測すると、春から夏にかけて琵琶湖を中心に生息、秋から冬にかけて滋賀県

の近隣府県に分散しているのではないかと思われます。 

 これまでの滋賀県の主な対策は、漁場での追い払い、営巣地での駆除事業のほか、竹生島において、

目玉風船、爆音機等による追い払い、巣落とし、樹上へのロープ張りによる営巣の防止、巣の中の卵へ

の石鹸液の散布による繁殖抑制など、さまざまな取組を実施しています。 

 広域的な対策の推進として、中部・近畿の１５府県からなる「中部・近畿カワウ広域協議会・準備会」

が立ち上げられ、各府県の情報交換、意見交換などがなされています。 

 本県では、竹生島の景観被害防止に向けた取組の方針として、 

  ① 竹生島南部の神社仏閣周辺に残されている緑を守ることを最優先に対策を実施する。 

  ② 島の南部から北部へカワウを追いやるため、南部で樹木へのロープ張りや銃器駆除を集中的に

実施する。 

  ③ 島の北部では繁殖抑制対策を集中的に実施する。 

を定めています。 

しかしながら、カワウの生息数が昨年度より減少したにもかかわらず、これまで営巣が確認されていな

かった竹生島南部の場所への新たな営巣が判明したことや、島の北部から緑が比較的残されている南部

へカワウが営巣場所を移動していることから、カワウを追い払うためのさらなる取組が必要となってい

ます。今後、いろいろなアイデアを持ち寄り、地域ぐるみで対策を進めていくことが重要です。 



竹生島のカワウの繁殖状況と管理
ー竹生島の景観をカワウから守るためにー
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平成１７年９月１日

滋賀県琵琶湖環境部

自然環境保全課

滋賀県とその隣接府県

滋賀県
（琵琶湖）
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（琵琶湖）

竹生島の空撮 （2002年）
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面積 14ha、周囲 ２㎞、 宝厳寺、都久夫須麻神社、竹生島港
琵琶湖八景 「深緑 竹生島の沈影」

琵琶湖国定公園（特別保護地区、第１種特別地域）

特別保護地区
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特別保護地区

第１種特別地域

観光地である宝厳寺、都久夫須麻神社、竹生島港
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滋賀県のカワウの生息動向①

１９４０年頃まで 竹生島で繁殖の記録あり。

１９５０年代～

１９７０年代
県内において繁殖の記録なし。
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１９８０年代
１９８２年に再び竹生島での繁殖を確認。

その後、生息数が年々増加。

１９９０年代～

竹生島および伊崎半島に大規模なコロニーを
形成し、爆発的な勢いで増加。
→竹生島や伊崎半島においては、広範囲にわたって

樹木が枯死し、深刻な景観被害。

→アユをはじめとする在来魚の捕食による漁業被害

の深刻化。



滋賀県のカワウの生息動向②

平成１７年度春季調
査の結果によれば、
竹生島において約２
万羽、伊崎半島にお
いて約１万５千羽、県30,000
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竹生島（びわ町） 伊崎（近江八幡市） 生息数合計
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いて約１万５千羽、県
内合計で約３万５千
羽のカワウが生息。

昨年度と比較して、
県内全体で約５千羽、
竹生島においては約
１万羽減少。
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竹生島（びわ町） 29,844 25,170 19,705

伊崎（近江八幡市） 10,928 12,917 15,691

生息数合計 40,772 38,087 35,396

平成１６年度春期
（Ａ）

平成１６年度秋期
（Ｂ）

平成１７年度春期
（Ｃ）

平成１７年度秋期
_

極めて広いカワウの行動圏
竹生島の標識（足輪）を付けたカワウが発見された場所
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近隣府県のカワウの生息状況
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これまでの滋賀県の主な対策

河川や琵琶湖といった飛
来地での銃器による駆除

防鳥糸の設置や花火によ

漁場での追い払い（※）

竹生島および伊崎での駆除の実
施（平成１６年度から実施）

昨年度は、竹生島において5,286
羽 伊崎半島において 6 000羽駆

営巣地での駆除事業（※）

樹木へのロープ張りによる営
巣阻止

竹生島での営巣の抑制

※印は、県水産課の事業
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る追い払い
羽、伊崎半島において、6,000羽駆
除。

目玉風船、爆音機等による威
嚇や人の巡回による追い払い

巣の中の卵への石鹸液の散
布による繁殖抑制

竹生島のカワウの行動範囲が極めて広域にわたることから、環境省において、本年４月に近畿・中部の１５
府県からなる広域対策協議会の準備会が立ち上げられた。

国や近隣府県との連携

繁殖率調査
カワウに足輪をつけてその行動範囲を調べるバンディング調査

カワウの生態解明

飛来地および営巣地での銃器駆除

昨年度は、竹生島
において、5,286羽
のカワウを銃器駆
除

25,000

30,000

飛来地 竹生島 伊崎 総駆除羽数

県水産課の事業
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除。

今年度も、竹生島
において、昨年度
に引き続いてカワ
ウを駆除（駆除数
は集計中）。
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飛来地 4,736 3,000

竹生島 5,286 15,000

伊崎 6,000 10,000

総駆除羽数 16,022 28,000

昨年度 今年度（予定）

樹木へのロープ張りの実施
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樹上への営巣をロープ張りにより妨害

ロープ張りの状況



カワウ繁殖抑制対策

平成１５年および１６年に地上営巣の卵に石鹸液を散布し、その繁殖抑制効
果を確認したところ、かなり効果があることが判明。

このため、平成１７年度は、樹上の巣の卵にラジコンヘリで石鹸液を散布す
る繁殖抑制対策を本格的に開始。
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広域的な対策の推進

これまでの県の調査の
結果、竹生島のカワウ
の行動範囲は、東は栃
木県、西は広島県と極
めて広範囲にわたるこ

近畿・中部の１５府県からなる広域対策協議会準備会を設立
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めて広範囲にわたるこ
とが判明。

このため、平成１７年
４月１８日に環境省に
おいて、近畿・中部の
１５府県からなる広域対
策協議会の準備会が立
ち上げられた。第２回準
備会は滋賀県で開催さ
れた。広域対策協議会準備会参加府県

竹生島の景観被害防止に向けた取組方針

竹生島南部の神社仏閣の周辺に
残されている緑を守ることを最優
先に対策を実施しているところ。

具体的には 竹生島の南部から

N

15

具体的には、竹生島の南部から
北部へとカワウを追いやるため、
南部での樹木へのロープ張りや銃
器駆除を集中的に実施。

一方、島の北部では、カワウを追
い払うのではなく、繁殖抑制対策
を集中的に実施することにより、そ
の個体数を抑制。

北部エリア
（カワウを追いやる
エリア）

南部エリア

（追い払いや銃器駆除を

集中的に実施するエリア）

これまでの対策の評価と課題①

昨年度から新たに開
始した営巣地での銃器
駆除の結果、県内の生
息数は昨年度から減
少（約４万羽 約３万５

カワウの行動範囲は極
めて広域にわたるため、
他府県から 新たな流入

しかしながら

したがって
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少（約４万羽→約３万５
千羽）
特に竹生島では昨年

度春季の３万羽から２
万羽へと大きく減少。

他府県からの新たな流入
により、取組の効果が相
殺されるおそれ。
例えば、ドイツのブレー

メン州においては、約６千
羽生息していたカワウを
ほぼすべて銃器駆除した
にもかかわらず、他地域
からの流入により、６千羽
にまで生息数が回復。

県内のカワウの生
息数の大幅な削
減を長期的に確実
に進めるためには、
全国的なレベルで
カワウの生息数を
減少させるための
広域的な連携が
不可欠。

これまでの対策の評価と課題②

これまでの取組の結
果、竹生島におけるカワ
ウの生息数は昨年度春
季の３万羽から大幅に
減少

カワウの生息数の減少
にもかかわらず、これまで
カ ウ 営巣が確認され

しかしながら

したがって
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減少。
また、竹生島における

営巣面積も昨年度の約
13万8千㎡から今年度
の約13万3千㎡へと約5
千㎡縮小。
樹木へのロープ張りも

一定の効果

カワウの営巣が確認され
ていなかった場所への新
たな営巣が判明。
具体的には、殆ど樹木

が枯死している北部から
緑が比較的多く残されて
いる南部へとカワウが営
巣場所を移動。
この結果、竹生島の緑

はさらに危機的状況に。

竹生島の緑を守る
ためには、カワウ
の生息数の削減
策に加え、竹生島
南部への営巣を阻
止し、カワウを追
い払うためのさら
なる取組が必要

竹生島の景観保全に向けた
今後の取組のポイント

竹生島南部の神社仏
閣の周辺の緑を守ること
を最優先に取り組むこと
が重要

竹生島南部における
重点的な取組の実施

カワウは本来臆病な鳥であるた
め、爆音器や目玉風船等による威
嚇によって追い払い効果をあげる
ことが可能であり、県としてもこれ
まで様々な追い払い策を実施

複数の方法を組み合わ
せて対策を立案

実施した対策について、そ
の効果の検証を行い、その対
策が上手くいっているのか確
認することが必要。

対策の評価・見直しの徹底
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が重要。
このためには、島の南

部地域からの追い払い
に効果がある対策の立
案が不可欠。

まで様々な追い払い策を実施。
ただし、慣れてくると次第に効果

がなくなることが判明しており、今
後は、いくつかの方法を組み合わ
せて、やり方を随時変えながら取り
組むことが必要。

認することが必要。

対策の上手くいったところと、
失敗だったところを分析し、次
の対策に生かしていくことが
重要。

カワウ対策の実施に当たっては、長期的・継続的な取組が不可欠。
国内外の様々な取組事例を参考にしつつ、いろいろなアイデアを持ち寄って話し合いながら、地域ぐ

るみで対策を進めていくことが重要。

地域ぐるみの対策の推進



なお一層の取組の推進に向けて

琵琶湖八景の一つ「深緑 竹生島の沈影」と謳われた竹生島の景観を保全
するため、竹生島の最重要部の神社仏閣周辺の樹林を保全する。
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竹生島景観保全対策協議会（平成１７年７月２５日発足）
宝厳寺・都久夫須麻神社・奉賛会・土産物店３店・猟友会・
地域振興局（森林整備課）・びわ町・県自然環境保全課・（水産課）

竹生島在島の関係者とカワウについての情報の共有化
を図り、カワウに関する情報収集を行いながら、的確な
対策を地域関係者との協働で実施する。




